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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
大
阪
か
ら
青
森
ま
で
１
０
４
０
キ
ロ
を
結
び
日
本
海
沿
岸
を
走
る
特
急
「
白

鳥
」
が
高
岡
を
発
車
し
て
ま
も
な
く
、
ト
イ
レ
で
男
性
の
刺
殺
死
体
が
発
見
さ
れ

た
、
被
害
者
は
金
沢
か
ら
乗
車
し
て
き
た
新
潟
の
医
師
で
死
亡
推
定
時
刻
に
は
、

洗
面
所
で
不
審
な
女
が
目
撃
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
警
察
が
マ
ー
ク
し
て
い
た

の
は
男
だ
っ
た
、
高
岡
か
ら
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
」
か
「
し
ら
さ
ぎ
」
に
乗
っ
て
た
、
犯

行
は
可
能
な
の
か
。
特
捜
班
の
高
山
と
南
は
、
犯
人
の
男
は
高
岡
か
ら
ど
う
や
っ

て
列
車
に
乗
り
換
え
た
の
か
、
そ
し
て
元
夫
の
妻
ブ
ル
マ
の
過
去
と
は
、

　
金
沢
─
富
山
─
直
江
津
を
舞
台
に
特
急
「
白
鳥
」
で
起
き
る
北
陸
路
で
連
続
殺

人
が
起
き
る
書
き
下
ろ
し
本
格
サ
ス
ペ
ン
ス
公
安
特
捜
班
長
編
作
品
第
１
弾
　

特
急
「
白
鳥
」
で
北
陸
路
で
連
続
殺
人
が
起
き
る
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登
場
人
物

　　
登
場
人
物

　
南
　
達
仁
　

　
主
人
公
・
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
主
任

　
小
学
生
の
頃
か
ら
列
車
が
好
き
の
た
め
、
非
番
や
休
み
の
日
に
列
車
に
乗
る
の

が
楽
し
み
に
で
あ
る

　
公
安
特
捜
班
の
新
設
に
よ
り
、
警
乗
２
班
か
ら
異
動
　
後
に
公
安
主
任
に
昇
進

し
た

　　
高
山
直
人

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　
彼
も
同
じ
く
鉄
オ
タ
で
あ
る
　
乗
り
鉄
な
の
か
撮
り
鉄
な
の
か
は
不
明

　　
桜
井
あ
お
い

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　
岩
泉
翔

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
小
海
春
香

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　　
小
泉
陽
一

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　
大
宮
公
安
室
か
ら
異
動

　
今
野
良
太

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　
新
人
公
安
官
　
沼
津
出
身
　
し
か
も
女
性
に
は
弱
い
が
道
が
強
く
怪
力
漢
　

父
親
も
鉄
道
公
安
隊
に
所
属
し
て
い
る
。

　
香
川
　
輝
明

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官
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特
捜
班
に
来
る
前
は
九
州
の
門
司
港
で
公
安
機
動
隊
や
小
倉
中
央
鉄
道
公
安

室
で
私
服
公
安
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

　
水
野
　
凌
平

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
官

　
高
杉
陽
一
郎

　
東
京
公
安
室
・
公
安
特
捜
班
・
公
安
班
長

　
公
安
特
捜
班
の
班
長

　　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
ブ
ル
マ
は
、
大
阪
駅
の
北
陸
線
ホ
ー
ム
で
金
沢
行
の
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
」
を
待
っ

て
い
た
。

「
ヤ
ム
チ
ャ
さ
ー
ん
。」

　
彼
の
名
前
は
飲
茶
、
ブ
ル
マ
の
恋
人
で
後
に
夫
と
な
る
。

「
ブ
ル
マ
、
待
た
せ
た
な
。」

「
い
え
い
え
、
俺
も
今
着
た
所
っ
す
。」

「
ま
ぁ
、
そ
う
な
の
。」

　
ブ
ル
マ
と
ヤ
ム
チ
ャ
は
、
海
の
見
え
る
名
所
、
東
尋
坊
へ
行
っ
た
。

「
ブ
ル
マ
、
少
し
怖
い
だ
ろ
。」

「
ま
る
で
、
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
み
た
い
じ
ゃ
な
い
。」

「
そ
ん
か
、
で
も
俺
は
こ
ん
な
の
好
き
な
ん
で
ね
。」

「
も
う
、
ヤ
ム
チ
ャ
さ
ん
た
ら
っ
。」

「
俺
は
お
前
を
一
生
離
さ
な
い
よ
。」

「
ヤ
ム
チ
ャ
さ
ん
。」

　
ブ
ル
マ
は
、
そ
の
後
飲
茶
と
結
婚
し
ト
ラ
ン
ク
ス
を
出
産
し
、
日
々
幸
せ
を

送
っ
て
い
た
　
ブ
ル
マ
と
飲
茶
の
出
会
い
は
北
陸
へ
旅
行
し
た
時
に
知
り
合
い

か
ら
告
白
ま
で
能
登
で
幸
せ
を
祈
っ
た
、
彼
女
は
以
前
ベ
ジ
ー
タ
と
結
婚
し
て
い

た
が
婦
女
暴
行
及
び
Ｄ
Ｖ
で
離
婚
し
て
い
た
の
だ
、
ヤ
ム
チ
ャ
は
富
山
市
出
身
で

現
在
は
関
戸
興
産
で
勤
務
し
て
い
る
。

　
ブ
ル
マ
は
、
能
登
へ
行
っ
た
と
き
の
ヤ
ム
チ
ャ
と
ト
ラ
ン
ク
ス
が
小
学
生
の
時

の
写
真
を
見
て
い
た
。

「
ト
ラ
ン
ク
ス
も
大
き
く
な
っ
て
、
今
は
高
校
生
に
な
っ
た
ん
だ
ね
。」
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ブ
ル
マ
は
今
と
て
も
幸
せ
で
し
た
、
ト
ラ
ン
ク
ス
は
今
、
富
山
市
の
高
校
で
空

手
を
や
っ
て
い
る
。
現
在
、
ヤ
ム
チ
ャ
は
大
阪
へ
単
身
赴
任
で
職
場
を
転
勤
す
る

事
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
大
阪
市

「
い
、
い
い
い
い
、。」

　
あ
る
男
は
、
復
讐
の
鬼
に
な
っ
て
い
た
。

「
く
そ
ー
っ
、
な
ん
で
ブ
ル
マ
と
離
婚
な
ん
だ
よ
、
必
ず
あ
い
つ
を
殺
し
て
や
る
。」

　
ベ
ジ
ー
タ
は
、
１
人
の
医
師
を
殺
害
を
考
え
た
、
ベ
ジ
ー
タ
は
旅
行
バ
ッ
ク
を

持
っ
て
、
明
日
１
０
時
ご
ろ
に
大
阪
駅
へ
向
か
っ
た
。

　
大
阪
駅

　
ベ
ジ
ー
タ
は
１
０
時
１
２
分
発
の
青
森
行
特
急
「
白
鳥
」
の
１
０
番
ホ
ー
ム
へ

向
か
っ
た

「
ま
も
な
く
ー
、
１
０
時
１
２
分
発
湖
西
線
経
由
特
急
「
白
鳥
」
青
森
行
が
発
車
し

ま
す
、
お
乗
り
の
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
、
ま
も
な
く
ー
、
１
０
時
１
２
分
発
湖

西
線
経
由
特
急
「
白
鳥
」
青
森
行
が
発
車
し
ま
す
、
お
乗
り
の
方
は
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
。」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

　
ベ
ジ
ー
タ
は
、
そ
う
言
っ
て
グ
リ
ー
ン
車
の
窓
側
に
座
っ
た
。

　
ジ
リ
リ
リ
リ
リ
リ
─
ッ
。
と
発
車
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。

　
１
０
時
１
２
分
、
特
急
「
白
鳥
」
は
大
阪
駅
を
発
車
し
た
。
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第
１
章
　
列
車
の
死

　　
大
阪
、
青
森
を
結
ぶ
特
急
「
白
鳥
」
は
大
阪
を
１
０
時
１
０
分
に
に
発
車
し
、
新

大
阪
、
京
都
に
止
ま
り
列
車
は
湖
西
線
に
入
り
、
窓
の
外
に
琵
琶
湖
を
眺
め
な
が

ら
近
江
塩
津
駅
に
通
過
す
る
と
右
手
か
ら
北
陸
本
線
の
線
路
が
近
づ
い
て
く
る
、

や
が
て
合
体
し
特
急
「
白
鳥
」
は
湖
西
線
か
ら
北
陸
本
線
に
入
る
、
北
陸
本
線
に

入
る
と
敦
賀
、
福
井
、
金
沢
、
富
山
、
魚
津
、
糸
魚
川
、
直
江
津
、
長
岡
、
新
潟
、

酒
田
、
羽
後
本
荘
、
秋
田
、
弘
前
、
終
着
青
森
に
は
２
２
時
４
７
分
に
到
着
す
る

約
１
２
時
間
の
旅
で
あ
る
。

　
プ
ァ
ー
ン
!
、
ピ
ィ
ー
ッ
!
。
と
白
鳥
は
警
笛
を
鳴
ら
し
た
。

「
約
１
２
時
間
走
る
の
か
。」
と
べ
ジ
ー
タ
は
時
刻
表
を
見
な
が
ら
車
窓
を
見
て
い

た
。

　
♪
〜
。
と
鉄
道
唱
歌
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
た
。

「
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
特
別
急
行
「
白
鳥
」
号
青

森
行
で
す
、
車
掌
は
新
潟
車
掌
の
津
幡
で
す

　
途
中
新
潟
ま
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
新
大
阪
、
京
都
、
敦

賀
の
順
に
止
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す
一
番
前
の
車
９
号
車

　
後
よ
り
１
号
車
で
す
、
自
由
席
は
前
よ
り
３
両
で
す
、
禁
煙
車
は
９
号
車
、
８

号
車
、
７
号
車
は
自
由
席
で
す
、
停
車
駅
と
到
着
時
刻
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
新

大
阪
発
車
後
に
ご
案
内
し
ま
す
、
特
急
「
白
鳥
」
号
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て

真
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
車
内
放
送
が
流
れ
た
。

　
１
０
時
３
９
分
、
京
都
駅
到
着
。

　
京
都
駅
に
到
着
し
た
特
急
「
白
鳥
」
は
、
多
く
の
人
が
北
陸
や
東
北
へ
行
か
れ

る
人
も
多
く
い
た
、
京
都
駅
で
は
団
体
客
が
多
く
な
っ
た
、
こ
の
日
京
都
駅
で
は

修
学
旅
行
に
来
て
い
た
花
咲
川
女
子
学
園
の
高
校
生
が
た
く
さ
ん
乗
っ
て
来
た
。

特
急
「
白
鳥
」
に
乗
っ
て

　
楽
し
い
修
学
旅
行
、
ゆ
っ
た
り
し
た
グ
リ
ー
ン
車
は
、
１
両
連
結
し
て
い
る
。

「
り
み
り
ん
の
番
よ
。」

「
う
ん
。」

「
わ
っ
、
又
勝
っ
ち
ゃ
っ
た
。」

「
ハ
ハ
ハ
、
り
み
っ
て
ト
ラ
ン
プ
強
い
な
。」
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「
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
け
ど
ね
。」

　
香
澄
は
り
み
と
沙
綾
と
た
え
と
同
じ
席
だ
っ
た
、
ト
ラ
ン
プ
で
バ
バ
抜
き
を
し

て
い
た
の
だ
。

　
加
賀
温
泉
駅
　
１
２
時
２
８
分

　
１
２
時
２
８
分
、
特
急
「
白
鳥
」
は
加
賀
温
泉
に
到
着
し
た
。
永
平
寺
や
東
尋

坊
と
山
代
温
泉
と
書
か
れ
た
土
産
袋
を
手
に
し
た

　
年
配
や
若
者
の
グ
ル
ー
プ
が
乗
っ
て
来
た
。
さ
っ
き
ま
で
静
か
だ
っ
た
車
内

は
た
ち
ま
ち
宴
会
場
に
な
っ
て
い
た
。

　
男
た
ち
は
、
缶
ビ
ー
ル
の
プ
ル
ト
ッ
プ
を
開
け
、
女
た
ち
は
甲
高
い
声
で
談
笑

を
始
め
た
。

　
金
沢
駅
　
１
２
時
５
７
分

　
１
２
時
５
７
分
、
金
沢
に
到
着
。

　
能
登
か
ら
新
潟
へ
帰
る
佐
渡
酒
造
は
、
帰
り
に
特
急
「
白
鳥
」
に
乗
り
新
潟
へ

向
か
っ
た
。

「
青
森
行
き
か
、
こ
れ
に
乗
れ
ば
い
い
の
か
、
す
い
ま
せ
ん
、
こ
の
列
車
は
新
潟
行

き
ま
す
。」

「
え
え
、
新
潟
へ
は
行
き
ま
す
よ
。」

「
そ
う
か
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。」

　
佐
渡
は
、
特
急
「
白
鳥
」
に
乗
り
、
新
潟
へ
向
か
っ
た
。

　
佐
渡
は
、
ト
イ
レ
に
行
こ
う
と
し
た
ら
１
人
の
男
の
人
に
遭
遇
し
た
。

「
あ
の
ー
っ
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら
で
お
会
い
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
。」

「
ん
、
何
だ
貴
様
。」

「
あ
な
た
は
、
も
し
か
し
て
。」

　
男
は
、
佐
渡
を
ト
イ
レ
に
連
れ
込
み
、
襲
っ
た
の
だ
。

　
高
岡
を
発
車
し
た
特
急
「
白
鳥
」
は
越
中
大
門
、
小
杉
を
通
り
抜
け
て
い
た
、
そ

の
頃
花
咲
川
女
子
学
園
の
牛
込
り
み
は
ト
イ
レ
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
ト
イ
レ
の

中
で
佐
渡
先
生
が
ナ
イ
フ
で
切
り
殺
さ
れ
て
い
た
の
だ
、
り
み
は
叫
ん
だ
。

「
キ
ャ
ー
ッ
!
」

「
ど
う
し
た
の
、
り
み
り
ん
。」

「
香
澄
ち
ゃ
ん
、
ト
イ
レ
の
中
で
お
じ
さ
ん
が
死
ん
で
る
よ
。」

「
え
え
、
何
だ
っ
て
。」
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「
沙
綾
、
車
掌
さ
ん
を
呼
ん
で
き
て
。」

「
わ
か
っ
た
わ
。」

　
そ
こ
へ
、
香
澄
の
担
任
の
先
生
が
心
配
で
見
に
来
て
い
た
。

「
ど
う
し
た
の
で
す
か
。」

「
先
生
、
人
が
ト
イ
レ
で
死
ん
で
る
ん
で
す
、
今
花
園
さ
ん
が
車
掌
さ
ん
を
呼
び
に

行
っ
て
る
ん
で
す
。」

「
こ
っ
ち
で
す
。」

　
た
え
は
車
掌
を
読
ん
で
連
れ
て
き
た
。

「
あ
っ
、
こ
れ
は
酷
い
。」

　
富
山
　
１
３
時
３
８
分
。

　
特
急
「
白
鳥
」
は
１
３
時
３
８
分
に
富
山
駅
に
到
着
し
た
。

　
そ
こ
へ
、
駅
員
と
鉄
道
公
安
隊
が
跨
線
橋
を
通
っ
て
ホ
ー
ム
に
降
り
て
き
た
。

「
ど
こ
だ
、
死
体
が
見
つ
か
っ
た
の
は
!
。」

「
３
８
分
に
着
い
た
青
森
行
の
特
急
「
白
鳥
」
の
車
内
の
ト
イ
レ
に
。」

「
死
ん
で
る
の
は
医
者
の
よ
う
で
す
。」

　
そ
れ
を
見
て
い
た
古
代
と
島
は
、
ホ
ー
ム
へ
行
っ
て
見
た
。

「
ま
さ
か
、
列
車
の
中
に
。」

「
現
地
解
散
だ
っ
た
か
ら
な
、「
白
鳥
」に
乗
っ
た
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
、行
っ

て
見
る
か
。」

「
う
ん
。」

　
ホ
ー
ム
に
は
、
公
安
官
が
規
制
線
を
張
っ
て
い
た
。

「
あ
っ
、
佐
渡
先
生
だ
。」

「
間
違
い
な
い
。」

　
ま
も
な
く
、
富
山
県
警
捜
査
一
課
の
竹
中
警
部
と
鑑
識
を
連
れ
て
「
白
鳥
」
の

車
内
に
入
っ
た
、
捜
査
を
開
始
し
て
い
た
。

「
あ
あ
、
派
手
に
や
っ
た
な
。」

「
警
部
、
被
害
者
の
身
元
が
割
れ
ま
し
た
、
亡
く
な
っ
た
の
は
佐
渡
酒
造
さ
ん
５
７

歳
で
す
。」

「
被
害
者
は
病
院
の
医
師
か
、
ど
こ
で
勤
務
し
て
る
の
か
ね
。」

「
え
ー
と
、
乃
木
坂
総
合
病
院
だ
そ
う
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
車
内
で
殺
さ
れ
た
っ
て
事
か
よ
し
っ
、
白
鳥
の
車
内
と
ホ
ー
ム
に
不
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審
者
は
い
な
か
っ
た
か
聞
き
込
み
だ
。」

「
了
解
。」

　
富
山
駅
内
の
ホ
ー
ム
に
聞
き
込
み
を
し
た
の
だ
が
、
不
審
者
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
犯
人
は
ど
う
や
っ
て
「
白
鳥
」
で
殺
害
し
た
の
か
、
乗
客
の
中
に
入
る

の
か
そ
れ
と
も
、
ど
う
や
っ
て
列
車
に
乗
り
換
え
た
の
か
。
白
鳥
の
車
内
で
起
き

た
の
は
殺
人
事
件
と
断
定
し
富
山
警
察
署
に
特
別
捜
査
本
部
を
設
け
ま
し
た
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第
２
章
　
乃
木
坂
病
院

　　
公
安
特
捜
班
の
南
は
、
今
年
４
月
付
で
公
安
主
任
に
昇
進
し
た
、

　
そ
し
て
新
た
に
特
捜
班
に
新
人
が
着
任
し
ま
し
た
。
高
杉
班
長
は
新
人
の
紹

介
を
し
た
。

「
今
日
か
ら
、
名
古
屋
公
安
か
ら
移
動
し
て
き
た
今
野
良
太
公
安
官
だ
。」

「
今
野
良
太
で
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

「
ど
う
も
、
高
山
で
す
。」

「
桜
井
あ
お
い
で
す
。」

「
私
は
小
海
は
る
か
。」

「
俺
は
岩
泉
。」

「
水
野
　
凌
平
。」

「
私
は
、
香
川
　
輝
幸
で
す
。」

「
小
泉
陽
一
で
す
。」

「
私
は
捜
査
主
任
の
南
で
す
。」

「
今
野
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
受
け
た
後
、
長
野
の
公
安
室
で
勤
務
し
、
そ
の
後
静
岡
で
警
戒

班
で
勤
務
し
名
古
屋
で
公
安
室
で
ス
リ
や
キ
セ
ル

　
乗
車
の
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
、
家
の
班
で
も
捜
査
で
き
る
と

異
動
し
て
き
た
そ
う
だ
」

　
着
任
早
々
、
仕
事
に
か
か
っ
た
。

「
水
野
と
桜
井
と
岩
泉
は
山
手
線
の
痴
漢
を
捜
査
に
当
た
っ
て
く
れ
。」

「
了
解
。」

　
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
、
と
１
本
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

「
は
い
っ
公
安
特
捜
班
、
え
っ
、
車
内
で
死
体
、
う
ん
、
特
急
「
白
鳥
」
青
森
行
、

佐
渡
酒
造
、
了
解
。」

　
と
電
話
を
切
る
と
、
南
と
香
川
に
捜
査
の
指
示
を
し
た
。

「
お
い
っ
、
特
急
「
白
鳥
」
の
車
内
で
男
性
の
死
体
だ
、
身
元
を
調
べ
て
く
れ
と
富

山
県
警
か
ら
協
力
要
請
だ
、
捜
査
し
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
南
と
香
川
と
高
山
は
、
佐
渡
先
生
の
勤
務
先
の
乃
木
坂
病
院
へ
向
か
っ
た
。

「
ど
う
も
す
い
ま
せ
ん
、
鉄
道
公
安
隊
の
南
で
す
、
こ
ち
ら
は
高
山
公
安
官
と
香
川
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公
安
官
。」

「
ど
う
も
。」

「
医
師
の
相
原
で
す
、
佐
渡
先
生
の
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス
で
。」

「
そ
う
で
す
か
。」

「
二
週
間
前
に
休
暇
届
を
出
し
て
、
能
登
へ
行
く
と
言
っ
て
夜
行
快
速
に
乗
っ
て

新
潟
か
ら
「
北
越
２
号
」
に
乗
っ
て
金
沢
で
乗
り
換
え
て
七
尾
線
に
乗
っ
て
輪
島

温
泉
に
行
く
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。」

「
確
か
、
こ
こ
へ
来
る
前
は
能
登
で
町
医
者
を
や
っ
て
た
っ
て
。」

「
な
る
ほ
ど
、
帰
り
は
特
急
「
白
鳥
」
に
乗
っ
て
東
京
へ
帰
る
と
言
っ
て
た
ん
で
す

ね
。」

「
は
い
っ
、
明
日
に
は
帰
る
っ
て
電
話
が
あ
っ
た
の
で
。」

「
佐
渡
先
生
が
最
後
に
会
っ
た
の
は
い
つ
で
す
。」

「
休
暇
の
前
日
に
、
内
科
で
診
察
し
て
い
る
時
に
会
っ
た
の
が
最
後
で
し
た
。」

「
そ
う
か
、
じ
ゃ
あ
内
科
の
診
察
で
佐
渡
先
生
で
最
後
だ
っ
た
と
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
南
と
香
川
と
高
山
は
特
捜
班
に
戻
り
、
現
場
の
報
告
を
し
た
。

「
そ
う
か
、
休
暇
で
能
登
へ
行
っ
て
た
と
。」

「
え
え
、
行
く
と
き
は
夜
行
快
速
に
乗
っ
て
新
潟
へ
行
っ
た
と
。」

「
え
え
、
新
潟
か
ら
金
沢
行
の
特
急
「
北
越
２
号
」
に
乗
っ
て
金
沢
へ
行
っ
た
と
。」

「
な
る
ほ
ど
、
新
潟
か
ら
は
「
北
越
」
に
乗
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
上
野
か
ら
は
寝

台
特
急
「
北
陸
」
で
金
沢
へ
行
け
る
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
な
、
あ
る
い
は
急
行
「
能

登
」
で
行
く
事
は
可
能
だ
。」

「
そ
れ
は
可
能
で
す
ね
。」

「
そ
こ
で
だ
、
南
と
香
川
と
高
山
は
す
ぐ
に
富
山
へ
向
か
っ
て
く
れ
。」

「
了
解
。」
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第
３
章
　
富
山
県
警
合
同
捜
査

　　
次
の
日
、
南
と
高
山
と
香
川
は
上
越
新
幹
線
で
富
山
へ
向
か
っ
た
。

「
南
主
任
、
こ
こ
か
ら
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
。」

「
長
岡
か
ら
富
山
ま
で
は
特
急
ス
ー
パ
ー
か
が
や
き
４
号
乗
れ
ば
富
山
に
は
１
３

時
頃
に
着
く
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
ま
も
な
く
、
和
倉
温
泉
行
の
特
急
「
ス
ー
パ
ー
か
が
や
き
４
号
」
が
入
線
し
て

き
た
。

「
和
倉
温
泉
行
か
こ
れ
に
乗
れ
ば
い
い
ん
だ
な
。」

　
１
１
時
４
８
分
、
南
達
が
乗
っ
た
特
急
「
ス
ー
パ
ー
か
が
や
き
４
号
」
は
長
岡

を
発
車
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
か
が
や
き
は
、
東
京
か
ら
富
山
を
３
時
間
で
行
け
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
特

急
で
あ
る
、
長
岡
を
１
１
時
４
８
分
に
発
車
し
た
特
急
「
ス
ー
パ
ー
か
が
や
き
４

号
」
は
直
江
津
、
富
山
、
高
岡
、
金
沢
、
七
尾
、
終
着
和
倉
温
泉
に
は
１
５
時
２

３
分
に
着
く
。
ダ
イ
ヤ
改
正
で
ス
ー
パ
ー
か
が
や
き
は
福
井
ま
で
延
長
し
た
。

　
１
３
時
ご
ろ
、
南
と
高
山
と
香
川
は
富
山
で
下
車
し
た
。
南
達
は
所
轄
の
富
山

警
察
署
に
到
着
し
た
。

「
ど
う
も
ご
苦
労
様
で
す
、
富
山
県
警
の
竹
中
で
す
。」

「
公
安
特
捜
班
の
南
で
す
。」

「
香
川
で
す
。」

「
同
じ
く
高
山
で
す
。」

「
そ
れ
で
は
、
会
議
室
に
。」

　
南
達
は
、
富
山
警
察
署
の
第
２
会
議
室
に
来
た
、
捜
査
会
議
が
行
わ
れ
た
。

「
殺
害
さ
れ
た
の
は
乃
木
坂
病
院
の
医
師
佐
渡
酒
造
さ
ん
５
２
歳
で
す
。」

「
う
ん
、
で
死
因
は
。」

「
凶
器
は
ナ
イ
フ
に
よ
る
首
を
切
ら
れ
る
出
血
多
量
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
死
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
で
何
か
情
報
は
。」

「
実
は
、「
白
鳥
」
の
車
内
の
洗
面
所
に
不
審
な
女
性
を
目
撃
し
て
い
る
と
情
報
が

あ
り
ま
し
た
。」

「
不
審
な
女
性
?
」
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「
え
え
、
洗
面
所
で
見
か
け
た
と
言
っ
て
、
そ
の
ま
ま
走
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
と
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

「
で
は
、
ど
う
や
っ
て
殺
害
し
た
の
か
だ
。」

「
白
鳥
の
編
成
は
ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
。」

　
と
竹
中
警
部
は
公
安
官
に
質
問
す
る
。

「
白
鳥
の
車
両
は
４
８
５
系
で
、
編
成
は
９
両
で
す
。」

「
９
両
編
成
か
。」

「
目
撃
者
の
話
で
は
、
青
色
の
髪
長
の
女
性
を
目
撃
し
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が
。」

　
高
山
は
、
特
急
「
白
鳥
」
の
路
線
を
説
明
し
た
。

「
特
急
白
鳥
は
、
東
海
道
本
線
・
湖
西
線
・
北
陸
本
線
・
信
越
本
線
・
白
新
線
・
羽

越
本
線
・
奥
羽
本
線
を
通
っ
て
青
森
へ
行
く
長
距
離
特
急
で
す
。」

「
ほ
う
。」

　
高
山
は
、
富
山
県
警
捜
査
一
課
の
刑
事
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

「
警
部
、
今
高
岡
駅
で
特
急
に
乗
り
換
え
た
男
を
見
か
け
た
と
目
撃
が
あ
り
ま
し

た
。」
と
鮎
川
刑
事
の
報
告
が
あ
っ
た
。

「
え
っ
、
高
岡
駅
で
特
急
に
乗
り
換
え
た
男
を
見
た
っ
て
。」

「
は
い
、
下
校
中
の
女
子
高
生
が
が
「
ど
け
っ
!
。」
と
言
わ
れ
、
慌
て
て
走
っ
て

行
く
の
を
見
た
と
。」

「
高
岡
駅
で
特
急
に
乗
り
換
え
た
男
。」
と
香
川
は
言
う
。

「
す
い
ま
せ
ん
が
ど
の
特
急
に
乗
り
換
え
た
か
わ
か
る
?
。」

「
え
え
、
新
潟
発
の
「
雷
鳥
」
か
富
山
発
の
「
し
ら
さ
ぎ
」
の
ど
ち
ら
か
と
。」

「
う
ー
む
、
犯
人
は
そ
れ
に
乗
り
換
え
た
可
能
性
も
あ
る
、
そ
し
て
洗
面
所
に
い
た

女
性
も
気
に
な
る
な
、
よ
し
っ
、
犯
人
は
高
岡
駅
で
特
急
に
乗
り
換
え
た
人
と
洗

面
所
に
居
た
女
性
の
捜
索
だ
、
不
審
者
を
見
た
人
は
い
な
か
っ
た
か
聞
き
込
み
開

始
だ
。」

「
了
解
!
。」

　
捜
査
会
議
が
終
わ
る
と
俺
た
ち
は
高
岡
駅
で
不
審
者
は
い
な
か
っ
た
か
聞
き

込
み
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
有
力
な
情
報
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
高
岡
駅

「
あ
っ
、
こ
の
男
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
か
。」

「
さ
あ
ね
、
見
か
け
な
い
ね
、
何
か
事
件
で
す
か
。」
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「
実
は
、
富
山
駅
で
特
急
「
白
鳥
」
の
車
内
で
殺
人
事
件
が
あ
っ
た
ん
で
す
。」

「
殺
人
事
件
、
こ
れ
は
大
変
で
す
ね
。」

　
南
と
高
山
は
、
高
岡
駅
内
を
聞
き
込
み
し
た
が
不
審
な
男
は
い
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
香
川
は
富
山
駅
の
事
件
の
状
況
を
確
認
し
た
が
、
不
審
な
男
は
い
な

か
っ
た
。

　
南
は
、
高
杉
班
長
に
富
山
の
白
鳥
事
件
の
こ
と
を
報
告
し
た
。

「
そ
う
か
、
じ
ゃ
あ
富
山
県
警
と
協
力
し
て
引
き
続
き
捜
査
を
し
て
く
れ
、
あ
あ
ご

苦
労
さ
ん
。」
と
電
話
を
切
っ
た
。

「
班
長
、
ス
リ
を
逮
捕
し
ま
し
た
。」
と
今
野
と
桜
井
は
ス
リ
を
連
行
し
た
。

「
お
お
、
ご
苦
労
さ
ん
、
今
、
南
と
高
山
と
香
川
は
富
山
で
「
白
鳥
」
の
捜
査
を
し

て
る
そ
う
だ
。」

「
何
か
分
か
っ
た
ん
で
す
か
。」

「
実
は
な
、
高
岡
駅
で
「
雷
鳥
」
か
「
し
ら
さ
ぎ
」
に
乗
り
換
え
た
男
を
見
た
と
報

告
が
あ
っ
た
。」

「
高
岡
で
乗
り
換
え
た
。」

「
え
え
、
帰
宅
す
る
女
子
高
生
が
見
た
と
言
っ
て
る
ん
だ
が
。」

「
犯
行
は
可
能
な
ん
で
す
か
ね
。」

　
小
泉
と
桜
井
は
、
洗
面
所
の
女
性
に
つ
い
て
、
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
今
野
と
桜
井
は
そ
の
女
性
を
調
べ
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

「
俺
も
手
伝
う
よ
。」

「
あ
り
が
と
う
、
水
野
さ
ん
。」

「
よ
し
っ
、
早
速
当
た
っ
て
く
れ
。」

　
桜
井
と
小
泉
と
水
野
は
、
不
審
な
女
性
を
捜
査
す
る
事
に
し
た
。
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第
４
章
　
ブ
ル
マ
の
過
去

　　
南
と
高
山
は
、
ヤ
ム
チ
ャ
の
妻
ブ
ル
マ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
向
か
っ
た
。

　
ピ
ン
ポ
ー
ン
!

「
ご
め
ん
く
だ
さ
ー
い
。」

「
あ
の
ー
っ
、
ど
ち
ら
様
で
す
か
。」

「
ブ
ル
マ
さ
ん
で
す
か
。」

「
は
い
、
あ
な
た
は
。」

「
鉄
道
公
安
隊
の
南
で
す
。」

「
同
じ
く
高
山
で
す
。」

　
と
、
警
察
手
帳
を
見
せ
る
南
と
高
山
。

「
あ
の
、
鉄
道
公
安
隊
が
何
か
用
で
す
か
。」

「
実
は
で
す
ね
、
特
急
「
白
鳥
」
の
車
内
で
殺
人
事
件
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
そ
の
事

件
の
捜
査
し
て
る
ん
で
す
。」

　
ブ
ル
マ
は
、
南
と
高
山
に
部
屋
を
案
内
す
る
。

「
そ
れ
で
、
私
に
何
か
用
。」

「
実
は
で
す
ね
、
高
岡
駅
で
こ
の
男
の
行
方
を
追
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
の
男
性

に
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

「
あ
れ
っ
、
こ
の
人
は
私
の
前
の
夫
に
そ
っ
く
り
だ
わ
。」

「
何
か
知
っ
て
る
ん
で
す
か
、
ブ
ル
マ
さ
ん
。」

「
実
は
、
４
年
前
に
離
婚
し
た
ん
で
す
ベ
ジ
ー
タ
と
。」

「
ベ
ジ
ー
タ
。」

「
私
は
ベ
ジ
ー
タ
に
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
会
っ
て
た
ん
で
す
。」

「
何
だ
っ
て
。」

「
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
４
年
前
に
離
婚
し
た
ん
で
す
ね
。」

「
え
え
、
私
に
暴
力
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
。」

「
そ
の
事
、
警
察
に
は
相
談
し
ま
し
た
。」

「
相
談
し
ま
し
た
、
も
う
ベ
ジ
ー
タ
と
別
れ
る
っ
て
弁
護
士
に
も
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

　
ブ
ル
マ
は
、
４
年
前
に
ベ
ジ
ー
タ
に
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
や
Ｄ
Ｖ
に
会
っ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
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南
と
高
山
は
、
富
山
警
察
署
の
特
別
捜
査
本
部
戻
り
竹
中
警
部
に
報
告
し
た
。

「
何
、
ブ
ル
マ
は
ベ
ジ
ー
タ
に
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
た
。」

「
え
え
、
ベ
ジ
ー
タ
は
４
年
前
に
離
婚
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。」

「
そ
う
か
。」

「
現
在
消
息
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。」

「
例
の
洗
面
所
の
女
性
の
方
は
。」

「
そ
れ
が
、
富
山
駅
で
下
車
し
た
ら
し
い
ん
で
す
。」

「
そ
う
か
、
手
が
か
り
は
な
し
か
。」

「
よ
し
っ
、
高
山
と
香
川
は
引
き
続
き
行
方
を
追
っ
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
高
山
と
香
川
は
、
富
山
駅
内
で
聞
き
込
み
を
開
始
し
た
。

「
こ
の
女
性
は
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
か
。」

「
さ
ぁ
ね
、
見
か
け
な
か
っ
た
よ
。」

「
い
や
ー
、
見
か
け
な
い
ね
。」

「
知
ら
な
い
な
ぁ
。」

　
そ
の
時
だ
っ
た
、
富
山
駅
で
大
阪
発
の
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
号
」
が
到
着
、
小
海

が
富
山
駅
に
下
車
し
た
。

「
お
っ
、
小
海
か
今
着
た
の
か
。」

「
え
え
、
班
長
か
ら
富
山
へ
向
か
え
と
。」

「
な
る
ほ
ど
。」

「
高
山
君
、「
白
鳥
」
に
乗
っ
て
た
女
性
を
追
っ
て
る
の
ね
。」

「
え
え
、
そ
の
女
性
は
富
山
駅
に
下
車
し
た
ら
し
い
ん
だ
。」

「
あ
る
い
は
、
ど
こ
か
で
乗
り
換
え
た
ん
じ
ゃ
。」

「
そ
の
可
能
性
も
あ
る
な
。」

　
南
と
高
山
は
、
小
海
と
共
に
捜
査
本
部
の
富
山
警
察
署
に
向
か
っ
た
。

「
何
、
現
場
で
そ
の
場
を
消
し
た
の
か
。」

「
は
い
っ
。」

「
奴
は
、
ど
こ
へ
逃
げ
た
の
か
。」

　
高
山
は
、
東
京
の
高
杉
班
長
に
連
絡
し
た
。

「
何
、
富
山
駅
に
姿
を
消
し
た
。」

「
え
え
、
事
件
当
日
に
そ
の
場
を
離
れ
た
ら
し
い
ん
で
す
。」
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「
よ
し
っ
、
そ
の
女
性
の
行
方
を
追
っ
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」
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第
５
章
　
高
山
・
金
沢
へ

　　
南
達
は
、
特
急
白
鳥
殺
人
事
件
捜
査
本
部
は
富
山
警
察
署
設
け
ら
れ
、
第
２
回

の
捜
査
会
議
が
開
か
れ
た
。

「
所
見
に
よ
る
と
、
凶
器
の
特
定
は
で
き
な
い
が
そ
の
刺
し
傷
か
ら
バ
タ
フ
ラ
イ

ナ
イ
フ
で
あ
る
と
可
能
性
が
高
い
で
す
。
死
亡
時
刻
は
、
か
な
り
の
精
度
で
午
後

１
時
か
ら
１
時
半
ま
で
の
間
だ
と
推
定
さ
れ
る
」

　
富
山
県
警
・
捜
査
一
課
の
内
海
俊
夫
巡
査
部
長
は
。

「
被
害
者
の
佐
渡
酒
造
は
、
金
沢
で
昔
の
同
僚
に
会
い
に
行
き
、
そ
の
帰
途
、
犯
人

に
襲
わ
れ
た
わ
け
だ
。
犯
行
は
津
幡
か
ら
高
岡
の
約
１
８
分
の
間
に
行
わ
れ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
犯
人
は
目
撃
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
そ
の
時
間
帯
に
は
６
号

車
に
い
た
挙
動
不
審
な
３
０
前
後
の
男
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。」

「
な
る
ほ
ど
、
犯
行
場
所
は
津
幡
か
ら
高
岡
で
起
き
た
と
。」

「
は
い
っ
、
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。」

「
警
部
、
高
岡
駅
周
辺
を
聞
き
込
み
し
て
み
ま
し
た
が
、
男
が
金
沢
方
面
の
ホ
ー
ム

に
降
り
て
く
の
を
目
撃
し
て
た
と
。」

「
本
当
か
内
海
。」

「
え
え
、
帰
宅
途
中
の
女
子
高
校
生
が
見
た
と
。」

「
う
ん
、
そ
れ
も
引
っ
か
か
る
な
。」

「
よ
し
っ
、
富
山
駅
と
高
岡
駅
に
不
審
者
と
目
撃
者
は
い
な
か
っ
た
か
聞
き
込
み

を
。」

「
了
解
。」

「
抜
か
る
な
よ
、
犯
人
を
絶
対
に
捕
ま
え
る
ん
だ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
捜
査
会
議
が
終
わ
り
、
聞
き
込
み
が
始
ま
っ
た
。

　
竹
中
警
部
は
、
公
安
隊
に
次
の
捜
査
に
指
示
を
し
た
。

「
で
は
公
安
隊
に
つ
い
て
は
、
２
人
に
は
金
沢
へ
行
っ
て
く
れ
、
南
と
香
川
は
不
倫

の
女
性
を
聞
き
込
み
を
し
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

「
い
い
な
、
高
山
と
小
海
は
金
沢
へ
行
け
れ
て
。」

「
で
は
南
主
任
、
俺
と
小
海
は
金
沢
へ
行
っ
て
佐
渡
先
生
に
つ
い
て
聞
き
込
み
に
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行
っ
て
き
ま
す
。」

「
後
、
恨
み
は
な
か
っ
た
か
聞
い
て
み
て
く
れ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
高
山
と
小
海
は
、
富
山
発
の
１
１
時
４
２
分
発
大
阪
行
の
特
急
「
ス
ー
パ
ー
雷

鳥
４
号
」
に
乗
っ
て
金
沢
へ
向
か
っ
た
。

「
ま
あ
、
乗
り
ご
こ
ち
が
い
い
列
車
ね
。」

「
ス
ー
パ
ー
雷
鳥
、
平
成
元
年
に
大
阪
か
ら
富
山
ま
で
結
ぶ
ス
ー
パ
ー
特
急
列
車

だ
、
１
往
復
は
神
戸
ま
で
運
転
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
、

　
北
陸
や
関
西
へ
旅
行
へ
行
く
な
ら
、
一
番
頼
り
に
な
る
特
急
な
ん
だ
よ
、
中
に

は
パ
ノ
ラ
マ
型
の
グ
リ
ー
ン
車
が
あ
っ
て
、
後
ロ
ビ
ー
で
売
店
も
あ
る
ん
だ
よ
。」

「
高
山
君
っ
て
何
で
も
知
っ
て
る
ん
だ
ね
。」

「
う
ん
、
今
度
小
海
さ
ん
も
ど
う
で
す
か
。」

「
い
い
わ
ね
。」

　
か
な
ざ
わ
ー
っ
、
か
な
ざ
わ
ー
っ
、
ご
乗
車
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
か
な
ざ

わ
で
す
。
と
駅
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

　
１
２
時
２
０
分
、
高
山
と
小
海
が
乗
っ
た
「
ス
ー
パ
ー
雷
鳥
４
号
」
は
金
沢
に

到
着
し
、
金
沢
へ
下
車
し
た
。

　
高
山
と
小
海
は
、
金
沢
中
署
に
北
条
刑
事
が
迎
え
て
く
れ
た
。

「
ど
う
も
、
金
沢
中
署
の
北
条
で
す
。」

「
鉄
道
公
安
隊
の
高
山
で
す
。」

「
同
じ
く
小
海
で
す
。」

「
早
速
で
す
が
、
佐
渡
先
生
の
こ
と
で
調
べ
て
い
る
ん
で
す
が
何
か
分
か
り
ま
し

た
か
。」

「
実
は
で
す
ね
、
４
年
ま
で
は
金
沢
で
内
科
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。」

「
そ
う
で
す
か
、
で
は
さ
っ
そ
く
そ
の
病
院
に
当
た
っ
て
み
ま
す
。」

　
高
山
と
小
海
は
、
金
沢
市
の
泉
野
に
あ
る
瀬
戸
医
院
に
当
た
っ
て
み
た
。

「
ど
う
も
、
鉄
道
公
安
隊
の
高
山
で
す
。」

「
小
海
で
す
。」

「
鉄
道
公
安
の
方
で
す
か
。」

「
は
い
。」
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「
さ
ぁ
ど
う
ぞ
中
へ
。」

「
え
え
、
佐
渡
先
生
の
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
ま
し
た
、
か
わ
い
そ
う
で
し
た

よ
。」

「
佐
渡
先
生
に
恨
ま
れ
る
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
。」

「
そ
う
だ
、
去
年
に
ベ
ジ
ー
タ
が
３
歳
か
６
歳
ぐ
ら
い
の
女
の
子
を
連
れ
て
き
た

の
を
覚
え
て
い
る
ん
で
す
が
、
し
か
し
、
そ
の
女
の
子
は
救
急
車
で
運
ば
れ
た
ん

で
す
が
、
３
日
後
に
息
を
引
き
取
っ
た
ん
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
じ
ゃ
あ
娘
さ
ん
が
医
院
に
来
た
と
き
は
か
な
り
の
危
険
の
状
態
で

し
た
。
４
０
度
の
熱
で
診
察
し
た
ん
で
す
が
、
受
け
入
れ
が
難
し
か
っ
た
の
で
す

ぐ
に
救
急
車
で
金
沢
市
内
の
病
院
に
搬
送
し
た
ん
で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
４
年
前
に
医
院
を
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
り
、
そ
の
娘
さ
ん

を
死
な
せ
た
恨
み
も
あ
っ
た
と
。」

「
え
え
、
多
分
そ
う
い
う
で
す
よ
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
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第
６
章
　
直
江
津

　　
高
山
と
小
海
は
、
金
沢
で
佐
渡
先
生
の
聞
き
込
み
を
南
主
任
に
報
告
し
た
。

「
う
ん
、
そ
う
か
、
わ
か
っ
た
、
す
ぐ
に
竹
中
警
部
に
報
告
す
る
ん
だ
ぞ
。
ご
苦
労

さ
ん
。」

「
主
任
。」

「
あ
っ
香
川
、
今
高
山
が
佐
渡
先
生
の
事
を
聞
い
た
ら
、
佐
渡
先
生
は
３
年
前
に
金

沢
で
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。」

「
そ
う
か
、
こ
っ
ち
は
ヤ
ム
チ
ャ
の
事
を
調
べ
て
見
ま
し
た
が
、
ヤ
ム
チ
ャ
は
去
年

の
４
月
付
で
単
身
赴
任
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。」

「
特
急
「
白
鳥
」
に
洗
面
所
に
い
た
女
性
は
、
本
当
は
男
性
だ
っ
た
り
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。」

「
う
ー
ん
、
女
性
に
似
て
て
実
は
男
性
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。」

「
犯
人
は
二
人
の
可
能
性
も
あ
る
な
。」

「
今
、
今
野
と
水
野
と
小
泉
が
捜
査
す
る
か
ら
明
日
に
は
富
山
に
来
る
そ
う
だ
。」

「
明
日
は
あ
さ
ま
に
乗
っ
て
、
直
江
津
か
ら
富
山
行
の
列
車
で
く
る
そ
う
だ
。」

　
次
の
日
、
午
前
７
時
０
０
分
発
直
江
津
行
Ｌ
特
急
「
あ
さ
ま
１
号
」
に
乗
っ
て

富
山
へ
向
か
っ
た
。

「
う
わ
ー
す
げ
ぇ
っ
!
、
俺
一
度
は
信
越
本
線
に
乗
っ
て
見
た
か
っ
た
ん
だ
よ
。」

「
今
野
、
捜
査
で
富
山
に
行
く
事
を
忘
れ
ん
な
よ
。」

「
こ
の
２
人
か
、
う
ち
１
人
が
男
性
か
。」

「
よ
く
似
た
人
も
い
ま
す
か
ら
ね
。」

　
今
野
達
が
乗
っ
た
「
あ
さ
ま
１
号
」
は
直
江
津
に
１
１
時
０
４
分
に
到
着
し
た
。

今
野
達
は
直
江
津
駅
で
聞
き
込
み
を
し
た
。

　
今
野
達
は
、
北
陸
線
ホ
ー
ム
で
聞
き
込
み
を
し
た
。

「
あ
の
ー
っ
、
す
み
ま
せ
ん
鉄
道
公
安
隊
の
も
の
で
す
が
、
こ
の
２
人
の
人
は
見
ま

せ
ん
で
し
た
か
。」

　
小
泉
は
、
売
店
の
人
に
聞
き
込
み
を
し
た
。

「
さ
あ
ね
、
こ
の
髪
長
の
人
は
知
ら
な
い
け
ど
、
あ
っ
、
こ
の
女
性
は
大
阪
行
の
特

急
「
雷
鳥
３
２
号
」
に
直
江
津
駅
の
売
店
で
雑
誌
と
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
買
い
に
来
た

の
を
覚
え
て
い
る
わ
。」
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「
あ
の
、
お
ば
さ
ん
他
に
は
誰
か
見
ま
せ
ん
で
し
た
か
。」

「
あ
、
は
い
っ
、
あ
の
ー
高
校
生
を
ね
。」

「
高
校
生
!
。」

「
え
え
、
こ
の
辺
り
で
。」

　
小
泉
と
水
野
は
北
陸
線
の
ホ
ー
ム
へ
走
り
回
っ
た
。

「
高
校
生
が
こ
の
先
に
。」
と
今
野
が
言
う
。

「
え
え
、
１
年
生
か
２
年
生
ぐ
ら
い
の
ね
、
う
ち
１
人
は
女
の
子
だ
け
ど
。」

「
列
車
の
写
真
を
撮
る
た
め
に
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

「
あ
あ
、
可
能
性
も
あ
る
な
。」

「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　
直
江
津
駅
で
新
潟
発
の
越
後
線
が
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
来
た
。

「
飯
田
君
、
こ
の
辺
り
が
信
越
本
線
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
て
。」

「
デ
ク
、
こ
の
辺
り
か
。」

「
違
う
よ
、
青
海
川
辺
り
だ
よ
。」

「
ち
ょ
っ
と
い
い
か
な
、
君
た
ち
。」

「
何
な
ん
で
す
か
、
あ
な
た
は
。」

「
鉄
道
公
安
隊
の
者
だ
け
ど
。」
と
手
帳
見
せ
る
。

　
緑
谷
は
、
今
野
公
安
官
に
事
件
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
何
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
。」
と
穂
乃
果
は
言
う

「
実
は
ね
、
富
山
駅
で
特
急
「
白
鳥
」
の
車
内
で
殺
人
事
件
が
あ
っ
て
ね
、
そ
の
２

人
の
女
性
を
捜
し
て
る
ん
だ
よ
。」

「
さ
ぁ
、
こ
の
黒
髪
の
人
は
女
性
に
見
え
る
け
ど
、
女
の
人
で
は
な
い
ね
。」

「
あ
っ
、
こ
の
女
性
私
見
た
よ
。」

「
え
っ
、
本
当
か
。」

「
昨
日
私
が
、
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
３
２
号
」
に
乗
っ
て
た
人
に
そ
っ
く
り
な
の
。」

「
え
っ
本
当
か
。」

「
こ
こ
の
ホ
ー
ム
で
雷
鳥
の
後
部
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
撮
っ
た
の
。」

「
そ
の
時
に
、
こ
の
女
性
を
見
た
と
。」

「
う
ん
、
間
違
い
な
い
わ
よ
。」

「
そ
う
か
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。」

「
そ
れ
で
、
ど
う
し
て
直
江
津
駅
に
行
っ
て
た
の
、
私
は
甲
信
越
の
電
車
乗
り
継
ぎ
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の
旅
を
し
て
た
の
、
飯
山
線
と
次
の
日
に
越
後
線
に
乗
っ
て
乗
り
鉄
と
撮
り
鉄
し

て
た
の
、
そ
し
た
ら
そ
の
鉄
道
仲
間
と
知
り
合
っ
て
乗
り
継
ぎ
の
旅
を
し
て
た

の
。」

「
そ
れ
で
、
そ
の
飯
山
線
と
越
後
線
に
乗
り
継
ぎ
し
た
の
、
今
日
は
北
陸
本
線
の
特

急
に
乗
っ
て
大
阪
で
新
幹
線
で
帰
る
の
。」

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
じ
ゃ
あ
気
を
付
け
て
帰
る
ん
だ
よ
。」

「
は
い
。」

　
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
し
て
る
と
１
１
時
４
８
分
長
岡
発
特
急
「
ス
ー
パ
ー
か
が

や
き
４
号
」
が
直
江
津
駅
に
到
着
し
た
。

「
お
っ
、
こ
れ
が
か
が
や
き
か
。」

「
う
ん
、
４
８
５
系
の
最
新
型
だ
。」

「
席
も
座
り
ご
ち
が
い
い
な
。」

「
今
野
、
駅
弁
買
っ
た
の
か
。」

「
富
山
ま
で
は
、
１
３
時
頃
だ
か
ら
昼
飯
を
済
ま
せ
て
お
こ
う
ッ
て
。」

　
今
野
達
が
乗
っ
た
、
特
急
「
ス
ー
パ
ー
か
が
や
き
４
号
」
は
北
陸
本
線
を
通
り
、

富
山
へ
向
か
っ
た
。

　
カ
シ
ャ
ッ
!

　
穂
乃
果
は
、「
ス
ー
パ
ー
か
が
や
き
」
の
後
部
車
両
の
写
真
を
撮
っ
て
、
大
阪
行

の
特
急
で
帰
り
ま
し
た
。
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第
７
章
　
国
道
８
号
線
・
カ
ー
チ
ェ
イ
ス

　　
午
後
１
時
頃
、
今
野
と
小
泉
が
富
山
署
に
や
っ
て
来
て
、
直
江
津
で
「
雷
鳥
３

４
号
」
に
乗
っ
て
い
た
人
が
女
性
で
は
な
く
、
男
性
だ
と
判
明
し
ま
し
た
。

「
主
任
、
直
江
津
駅
で
撮
り
鉄
し
て
い
た
高
校
生
に
聞
い
て
み
た
ら
、「
雷
鳥
」
に

乗
っ
て
い
た
人
が
髪
長
の
人
は
男
性
だ
と
言
っ
て
ま
し
た
、
髪
長
の
人
は
女
性
に

見
え
る
が
実
は
男
性
だ
っ
た
と
。」

「
何
っ
、
そ
れ
本
当
か
。」

「
は
い
っ
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。」

「
じ
ゃ
あ
、
洗
面
所
に
い
た
人
が
そ
の
女
性
か
。」

「
え
え
、
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。」

「
よ
し
っ
、
そ
の
男
の
緊
急
手
配
だ
。」

　
国
道
８
号
線
　
滑
川
・
魚
津
方
面

　
国
道
８
号
線
を
交
通
指
導
中
の
交
通
指
導
課
の
パ
ト
カ
ー
が
警
ら
中
、
手
配
中

の
青
の
ト
ヨ
タ
・
サ
イ
ノ
ス
を
発
見
し
た
。

「
お
い
っ
、
あ
の
車
手
配
中
の
車
に
似
て
な
い
か
。」

「
こ
れ
違
う
?
。」

「
ナ
ン
バ
ー
確
認
し
た
ら
。」

「
富
山
５
５
の
さ
の
１
４
─
２
８
、
あ
っ
た
。」

「
間
違
い
な
い
。」

　
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
と
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
サ
イ
ノ

ス
を
追
っ
た
。

「
こ
ち
ら
指
導
２
０
、
手
配
中
の
サ
イ
ノ
ス
を
発
見
。
こ
れ
に
よ
り
追
跡
し
ま

す
。」

　
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
っ
と
、
高
山
と
小
海
の
日
産
・
セ
フ
ィ
ー
ロ
の
無
線
が
鳴
っ
た
。

「
こ
ち
ら
小
海
で
す
、
ど
う
ぞ
。」

「
こ
ち
ら
水
野
、
手
配
中
の
サ
イ
ノ
ス
発
見
追
跡
中
。」

「
よ
し
っ
出
ま
し
た
、
場
所
は
。」

「
富
山
市
内
か
ら
水
橋
方
面
に
追
跡
中
で
す
。」

「
了
解
、
高
山
君
今
、
小
泉
と
水
野
が
手
配
中
の
サ
イ
ノ
ス
が
水
橋
・
魚
津
方
面
に

追
跡
中
だ
っ
て
。」
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「
よ
し
っ
、
小
海
さ
ん
し
っ
か
り
捕
ま
っ
て
よ
、
俺
だ
っ
て
や
る
ぞ
。」

　
高
山
と
小
海
が
乗
っ
た
日
産
・
セ
フ
ィ
ー
ロ
は
右
折
す
る
際
は
ド
リ
フ
ト
し
、

水
橋
方
面
に
向
か
っ
た
。

　
や
が
て
、
３
台
の
パ
ト
カ
ー
と
２
台
の
覆
面
パ
ト
カ
ー
で
サ
イ
ノ
ス
を
追
跡
し

た
。

「
く
そ
っ
、
捕
ま
っ
て
た
ま
る
か
。」

　
ラ
ピ
ス
は
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤
り
、
交
差
点
で
左
に
に
入
っ
て
い
た
乗
用
車

と
衝
突
し
、
サ
イ
ノ
ス
は
横
転
し
た
。

「
く
、
く
く
く
、
く
そ
ー
っ
、
捕
ま
っ
て
た
ま
る
か
。」

「
も
う
逃
げ
ら
れ
ね
ぇ
ぞ
、
ラ
ピ
ス
。」

「
俺
は
、
頼
ま
れ
た
ん
だ
よ
、
ベ
ジ
ー
タ
に
１
０
万
払
う
と
言
わ
れ
た
ん
だ
。」

「
誰
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
。」

「
ラ
ン
チ
っ
て
言
う
女
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
よ
。」

「
ラ
ン
チ
に
頼
ま
れ
た
。」

「
え
え
、
ラ
ン
チ
は
今
頃
ベ
ジ
ー
タ
と
一
緒
に
逃
げ
る
っ
て
よ
。」

「
ど
こ
へ
逃
げ
る
ん
だ
。」

「
そ
こ
ま
で
は
知
ら
ね
ぇ
よ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
は
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
３
４
号
」
に
乗
っ
て
た
の
か
。」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
よ
、
雷
鳥
に
乗
っ
た
の
は
こ
の
俺
だ
、
新
潟
か
ら
乗
っ
て
た
ん
だ

よ
。」

「
そ
れ
本
当
な
の
か
。」

「
あ
あ
ね
間
違
い
な
い
よ
、
自
由
席
で
ベ
ジ
ー
タ
と
一
緒
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
な
。」

「
あ
の
女
の
事
は
、
富
山
へ
下
車
し
た
ん
だ
か
ら
な
。」

「
じ
ゃ
あ
、
ど
の
列
車
で
乗
り
換
え
た
。」

「
多
分
、
名
古
屋
行
の
特
急
だ
っ
た
ぜ
。」

　
ラ
ピ
ス
は
、
ベ
ジ
ー
タ
と
一
緒
に
「
雷
鳥
３
４
号
」
に
乗
っ
た
と
自
供
し
た
。
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第
８
章
　
解
か
れ
た
謎

　　
べ
ジ
ー
タ
の
浮
気
相
手
の
ラ
ン
チ
は
、
金
沢
駅
で
待
っ
て
い
た
、
彼
女
は
富
山

発
１
３
時
５
１
分
発
Ｌ
特
急
「
し
ら
さ
ぎ
１
０
号
」

　
に
乗
っ
て
、
名
古
屋
へ
向
か
っ
た
。

「
待
た
せ
た
な
、
ラ
ン
チ
。」

「
私
も
今
、
富
山
か
ら
乗
っ
た
と
こ
よ
。」

「
ど
う
や
ら
、
ラ
ピ
ス
も
捕
ま
っ
た
ら
し
い
よ
。」

「
え
っ
、
ラ
ピ
ス
が
捕
ま
っ
た
。」

「
良
く
、
し
ら
さ
ぎ
に
乗
り
換
え
た
な
。」

「
乗
り
換
え
時
間
を
利
用
し
て
ア
リ
バ
イ
工
作
し
た
の
ね
。」

「
あ
あ
、
誰
も
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
な
。」

　
べ
ジ
ー
タ
と
ラ
ン
チ
が
乗
っ
た
Ｌ
特
急
「
し
ら
さ
ぎ
１
０
号
」
は
１
７
時
２
５

分
名
古
屋
に
到
着
し
、
東
京
行
の
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
に
乗
り
換
え
て
、
東
京
へ

向
か
っ
た
。

　
そ
の
頃
、
高
山
は
高
杉
班
長
に
ラ
ピ
ス
を
確
保
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

「
え
え
、
ラ
ピ
ス
は
す
べ
て
自
供
し
ま
し
た
、
べ
ジ
ー
タ
と
一
緒
に
犯
行
を
企
て
た

と
。」

「
そ
う
か
、
例
の
洗
面
所
の
女
の
は
ど
う
な
っ
た
。」

「
そ
の
女
性
は
、
事
件
当
日
富
山
駅
で
下
車
し
た
と
、
目
撃
証
言
し
て
い
ま
す
。」

「
そ
う
か
、
じ
ゃ
あ
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
ね
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
。」

　
高
山
は
、
竹
中
警
部
に
報
告
し
た
。

「
何
、
雷
鳥
に
乗
っ
て
た
の
は
男
だ
っ
て
。」

「
え
え
、
直
江
津
の
撮
り
鉄
高
校
生
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
、
恐
ら
く
犯
人
は
。」

「
な
る
ほ
ど
、
じ
ゃ
あ
わ
か
っ
た
す
ぐ
に
富
山
県
警
と
新
潟
県
警
に
も
協
力
要
請

し
よ
う
。」

　
高
山
と
小
海
は
、
南
達
に
知
ら
せ
捜
査
に
当
た
っ
た
。

「
南
主
任
、
そ
の
女
性
は
富
山
で
乗
り
換
え
て
名
古
屋
行
の
特
急
「
し
ら
さ
ぎ
」
に

乗
っ
た
と
見
て
間
違
い
な
い
よ
。」

「
し
ら
さ
ぎ
。」

24



「
え
え
、
僕
は
乗
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
北
陸
へ
行
く
人
に
は
名
古
屋
か
ら
は
し
ら

さ
ぎ
と
見
て
間
違
い
な
い
。」

「
そ
う
か
、
そ
の
女
と
犯
人
と
会
う
わ
け
だ
。」

「
よ
し
っ
、
捜
索
に
当
た
れ
。」

「
了
解
。」

　
南
と
高
山
た
ち
は
、
犯
人
は
べ
ジ
ー
タ
と
確
信
し
足
取
り
を
追
っ
た
、
だ
が
ベ

ジ
ー
タ
の
行
方
は
未
だ
に
見
つ
か
ら
な
い
。

　
公
安
特
捜
班

「
南
と
高
山
が
言
う
な
ら
、
犯
行
は
可
能
か
ど
う
か
、
桜
井
我
々
も
特
急
「
白
鳥
」

に
乗
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。」

「
班
長
、
乗
り
ま
し
ょ
う
。」

　
高
杉
と
桜
井
は
、
博
多
行
「
の
ぞ
み
３
０
１
号
」
に
乗
り
、
新
大
阪
へ
向
か
っ

た
。

「
次
の
湖
西
線
・
北
陸
本
線
の
「
白
鳥
」
は
１
０
時
１
５
分
か
。」

「
本
当
に
犯
行
は
可
能
な
ん
で
し
ょ
う
か
。」

「
と
に
か
く
、
乗
っ
て
み
な
い
と
。」

　
１
０
時
１
５
分
、
新
大
阪
駅
に
青
森
行
の
特
急
「
白
鳥
」
が
入
線
し
て
き
た
。

「
よ
し
っ
、
乗
る
ぞ
桜
井
。」

「
あ
、
は
い
。」

　
高
杉
と
桜
井
が
乗
っ
た
「
白
鳥
」
は
新
大
阪
を
発
車
し
、
京
都
を
過
ぎ
、
湖
西

線
に
入
り
、
近
江
塩
津
で
北
陸
本
線
に
入
る
。

　
敦
賀
を
過
ぎ
、
武
生
、
福
井
、
芦
原
温
泉
、
加
賀
温
泉
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

「
も
う
す
ぐ
金
沢
だ
っ
て
。」

「
被
害
者
は
、
こ
こ
か
ら
白
鳥
に
乗
っ
た
の
か
。」

　
津
幡
と
倶
利
伽
羅
と
石
動
を
過
ぎ
、
高
岡
へ
近
づ
い
た
。

「
え
え
、
犯
行
は
津
幡
か
ら
高
岡
で
犯
行
は
可
能
で
す
ね
。」

「
う
ん
、
犯
人
は
ど
こ
で
殺
害
し
た
の
か
。」

「
ね
ぇ
、
こ
こ
じ
ゃ
な
い
か
。」

「
そ
う
か
、
犯
人
は
こ
の
ト
イ
レ
で
殺
害
し
た
ん
だ
。」

「
こ
れ
で
、
犯
行
は
可
能
で
す
ね
。」

「
目
撃
者
の
女
子
高
生
は
、
洗
面
所
で
サ
ン
グ
ラ
ス
の
女
性
を
目
撃
し
た
と
。」

25



「
え
え
。」

　
桜
井
は
、
謎
を
解
い
て
み
た
。

「
そ
う
か
、
犯
人
の
ベ
ジ
ー
タ
は
高
岡
か
ら
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
３
４
号
」
に
乗
り
換
え

て
逃
げ
た
ん
だ
わ
。」

「
う
ん
、
こ
れ
は
犯
行
は
可
能
だ
ぞ
。」

　
そ
こ
へ
、
車
掌
が
や
っ
て
来
た
。

「
あ
の
ー
、
富
山
に
は
何
時
に
着
き
ま
す
か
。」

「
１
３
時
３
６
分
で
す
け
ど
。」

「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
、
桜
井
富
山
で
降
り
る
ぞ
。」

「
は
い
っ
。」

　
高
杉
と
桜
井
は
、
富
山
で
下
車
し
、
捜
査
本
部
の
富
山
警
察
署
に
向
か
っ
た
。
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第
９
章
　
親
不
知
逃
避
行

　　
次
の
日
、
南
と
香
川
高
山
と
小
海
達
は
覆
面
パ
ト
カ
ー
に
乗
っ
て
国
道
８
号
線

を
爆
走
し
、
魚
津
へ
向
か
っ
た
。

　
魚
津
市
・
蜃
気
楼
ロ
ー
ド
の
海
岸
沿
い
に
到
着
し
た
特
捜
班
は
す
で
に
現
場
保

存
さ
れ
て
い
た
。

「
お
い
、
こ
の
人
は
確
か
、
古
代
　
進
じ
ゃ
な
い
の
か
。」

「
え
え
、
古
代
に
似
て
ま
す
ね
。」

「
恐
ら
く
、
ベ
ジ
ー
タ
が
口
封
じ
で
殺
し
た
ん
だ
。」

「
間
違
い
な
い
、
古
代
　
進
だ
。」
と
小
泉
は
言
う
。

「
古
代
君
、
古
代
君
。」
と
森
　
雪
は
古
代
の
遺
体
の
前
で
泣
き
崩
れ
て
い
た
。

　
鮎
川
刑
事
は
、
パ
ト
カ
ー
の
無
線
で
ベ
ジ
ー
タ
の
車
を
発
見
し
た
と
無
線
が

入
っ
た
。

「
了
解
、
南
主
任
。」

「
は
い
っ
。」

「
ベ
ジ
ー
タ
と
ラ
ン
チ
が
乗
っ
た
赤
の
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。」

「
何
、
場
所
は
ど
こ
だ
。」

「
ヒ
ス
イ
海
岸
で
す
。」

「
ヒ
ス
イ
海
岸
。」

　
南
と
高
山
と
小
海
は
、
覆
面
パ
ト
カ
ー
で
ヒ
ス
イ
海
岸
へ
向
か
っ
た
。

「
ご
苦
労
様
で
す
。」

「
公
安
隊
の
高
山
で
す
。」

　
南
と
高
山
が
、
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ
の
中
身
を
調
べ
て
み
た
。

「
ナ
ン
バ
ー
を
照
会
し
た
結
果
、
ラ
ン
チ
さ
ん
の
も
の
で
し
た
。」

「
ラ
ン
チ
と
ベ
ジ
ー
タ
は
、
恐
ら
く
。」

「
よ
し
っ
、
班
長
に
報
告
だ
。」

　
高
山
は
、
富
山
署
に
高
杉
公
安
班
長
に
報
告
し
た
。

「
何
、
ヒ
ス
イ
海
岸
で
車
が
発
見
し
た
。」

「
え
え
、
ラ
ン
チ
は
ベ
ジ
ー
タ
と
一
緒
に
逃
亡
す
る
つ
も
り
で
す
。」

「
そ
う
か
、
じ
ゃ
あ
わ
か
っ
た
、
ラ
ン
チ
を
手
配
す
る
。」

　
高
山
と
小
海
と
小
泉
と
今
野
は
、
ラ
ン
チ
を
重
要
参
考
人
と
し
て
確
保
に
向
か
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う
た
め
、
富
山
駅
の
６
番
ホ
ー
ム
へ
に
向
か
っ
た
。

「
ラ
ン
チ
は
、
犯
人
に
接
触
し
ま
す
か
ね
。」

「
可
能
性
が
あ
る
わ
ね
。」

「
小
泉
の
方
は
。」

「
い
い
え
、
ま
だ
。」

「
よ
し
っ
、
ラ
ン
チ
が
発
見
次
第
、
確
保
に
当
た
れ
。」

「
待
っ
て
く
だ
さ
い
。」

「
ど
う
し
た
、
小
海
。」

「
今
、
客
に
紛
れ
込
ん
で
い
ま
す
。」

「
よ
し
っ
、
雷
鳥
か
し
ら
さ
ぎ
が
到
着
し
た
ら
、
合
図
し
ろ
。」

「
主
任
、
た
だ
い
ま
「
雷
鳥
２
３
号
」
が
到
着
し
ま
し
た
。」

「
ど
う
だ
、
ラ
ン
チ
は
い
た
か
。」

「
そ
れ
が
、
ラ
ン
チ
は
乗
っ
て
な
い
み
た
い
で
す
。」

「
そ
う
か
、
乗
っ
て
な
い
か
。」

「
あ
れ
っ
、
ち
ょ
っ
と
似
て
な
い
ラ
ン
チ
に
。」

「
あ
の
女
だ
。」

　
高
山
は
、
ラ
ン
チ
に
職
務
質
問
を
し
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
、
鉄
道
公
安
隊
の
者
で
す
が
。」

「
何
で
し
ょ
う
か
、
私
に
。」

「
す
い
ま
せ
ん
が
、
特
急
「
白
鳥
」
の
殺
人
事
件
の
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。」

「
え
っ
、
白
鳥
の
こ
と
で
す
か
。」

　
ラ
ン
チ
は
、
駅
の
ホ
ー
ム
へ
駆
け
上
り
、
駅
内
に
逃
走
し
た
。

「
待
て
ッ
。」

「
待
ち
な
さ
い
!
。」

　
南
と
水
野
は
、
ラ
ン
チ
の
腕
を
捕
ま
り
、
確
保
し
た
。

「
私
が
何
を
し
た
っ
て
言
う
の
よ
。」

「
ベ
ジ
ー
タ
は
、
何
処
へ
逃
げ
た
!
。」

「
知
ら
な
い
わ
、
私
が
「
雷
鳥
２
３
号
」
に
乗
っ
た
時
は
ベ
ジ
ー
タ
は
、
高
岡
へ
降

り
た
わ
、
そ
の
後
は
し
ら
な
い
わ
。」

　
そ
こ
へ
、
竹
中
警
部
が
到
着
し
、
所
轄
の
富
山
署
へ
連
行
し
た
。
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「
何
で
、
警
察
に
取
り
調
べ
を
受
け
な
き
ゃ
な
ん
な
い
の
よ
。」

「
あ
な
た
は
、
こ
の
２
人
を
ご
存
知
で
す
か
?
。」

「
こ
の
人
は
知
ら
な
い
け
ど
、
こ
の
メ
ガ
ネ
の
お
や
っ
さ
ん
は
「
白
鳥
」
で
見
た

わ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
佐
渡
先
生
を
殺
し
て
な
い
ん
だ
な
。」

「
え
え
、
私
は
京
都
か
ら
乗
っ
て
そ
の
グ
リ
ー
ン
車
で
ベ
ジ
ー
タ
と
一
緒
だ
っ
た

わ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
は
佐
渡
先
生
と
古
代
を
殺
害
し
て
な
い
ん
だ
な
。」

「
え
え
、
で
も
ベ
ジ
ー
タ
の
居
場
所
は
知
っ
て
る
わ
、
宮
崎
海
岸
よ
。」

　
一
方
、
ベ
ジ
ー
タ
は
マ
ー
ク
Ⅱ
に
乗
っ
て
国
道
８
号
線
を
飛
ば
し
、
富
山
市
か

ら
宮
崎
海
岸
へ
向
か
っ
て
逃
走
し
た
。

「
何
っ
、
ラ
ピ
ス
が
捕
ま
っ
た
、
チ
ク
シ
ョ
ー
!
」

　
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
い
た
ベ
ジ
ー
タ
は
、
怒
り
を
立
て
な
が
ら
、
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
た
。

　
一
方
、
富
山
署
に
来
て
い
た
南
達
は
。

「
班
長
、
今
国
道
８
号
線
で
ベ
ジ
ー
タ
ら
し
き
男
を
発
見
、
糸
魚
川
方
面
へ
逃
走
中

で
す
。」

「
そ
う
か
、
よ
し
っ
、
我
々
も
行
く
ぞ
宮
崎
海
岸
へ
。」

　
南
達
は
、
ベ
ジ
ー
タ
を
逮
捕
へ
向
か
っ
た
。

　
そ
の
時
、
ブ
ル
マ
は
ト
ラ
ン
ク
ス
を
捜
す
た
め
に
、
宮
崎
海
岸
に
来
た
。

「
ト
ラ
ン
ク
ス
、
ト
ラ
ン
ク
ス
ど
こ
に
い
る
の
。」

「
ブ
ル
マ
っ
、
も
う
一
度
や
り
直
せ
よ
。」

「
お
願
い
、
ト
ラ
ン
ク
ス
を
放
し
て
。」

「
フ
ン
、
お
前
が
ヤ
ム
チ
ャ
と
再
婚
し
な
け
れ
ば
ね
。」

「
何
で
す
っ
て
、
ア
ン
タ
、
ラ
ン
チ
と
浮
気
し
た
で
し
ょ
。」

「
よ
く
も
見
破
っ
て
く
れ
た
な
、
貴
様
を
海
に
落
ち
て
ピ
ラ
ニ
ア
の
餌
に
し
て
や

る
ぜ
。」

「
酷
い
、
あ
ん
た
は
人
間
の
屑
だ
わ
。」

「
ク
ズ
は
お
前
の
方
だ
ろ
、
さ
ぁ
、
車
に
乗
り
な
。」

　
ベ
ジ
ー
タ
は
、
ブ
ル
マ
と
ト
ラ
ン
ク
ス
を
マ
ー
ク
Ⅱ
に
乗
せ
、
糸
魚
川
へ
逃
走

し
た
。
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「
こ
れ
で
、
俺
は
捕
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。」
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エ
ピ
ロ
ー
グ
　

　　
南
と
高
山
達
が
乗
っ
た
パ
ト
カ
ー
は
、
国
道
８
号
線
を
爆
走
し
親
不
知
へ
向

か
っ
た
。

「
や
は
り
、
犯
人
は
ベ
ジ
ー
タ
だ
っ
た
の
か
。」

「
え
え
、
高
山
と
南
と
香
川
の
言
う
通
り
で
し
た
ね
。」

「
ベ
ジ
ー
タ
は
恐
ら
く
、
ブ
ル
マ
を
狙
う
は
ず
だ
。」

「
あ
あ
、
ブ
ル
マ
が
危
な
い
。」

　
ベ
ジ
ー
タ
が
乗
っ
た
マ
ー
ク
Ⅱ
は
、
親
不
知
へ
向
か
っ
た
。

「
ね
ぇ
、
何
処
へ
行
く
の
よ
。」

「
う
る
せ
ぇ
、
黙
っ
て
ろ
!
」

「
こ
ん
な
事
し
て
も
逃
げ
ら
れ
な
い
わ
よ
。」

　
ベ
ジ
ー
タ
は
、
朝
日
か
ら
泊
へ
過
ぎ
る
と
新
潟
県
に
入
っ
た
。

「
や
っ
と
新
潟
か
、
こ
こ
な
ら
見
つ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。」

　
ベ
ジ
ー
タ
は
マ
ー
ク
Ⅱ
を
海
岸
に
止
め
、
ブ
ル
マ
と
ト
ラ
ン
ク
ス
を
降
ろ
し

た
。

「
降
り
ろ
、
こ
こ
か
ら
は
地
獄
だ
ぞ
。」

「
な
ん
で
こ
ん
な
事
を
。」

「
も
う
一
度
や
り
直
そ
う
よ
ブ
ル
マ
。」

「
私
に
は
、
夫
が
い
る
の
よ
。」

「
何
、
冗
談
だ
ろ
う
。」

「
本
当
よ
。」

「
誰
だ
よ
。」

「
ヤ
ム
チ
ャ
よ
。」

「
何
、
あ
の
キ
ザ
の
男
か
。」

　
そ
こ
へ
、
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
と
ラ
ン
チ
が
乗
っ
た
赤
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
が
や
っ
て
来
た
。

「
良
く
や
っ
た
な
、
ベ
ジ
ー
タ
。」

「
ふ
っ
、
貴
様
に
言
わ
れ
な
く
て
も
俺
は
や
り
ま
す
よ
。」

「
そ
う
か
、
約
束
通
り
金
は
用
意
し
た
か
。」

「
ほ
ら
よ
。」

「
１
５
万
か
。」
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「
よ
し
っ
、
ラ
ン
チ
は
お
前
に
く
れ
て
や
る
。」

「
じ
ゃ
あ
、
あ
な
た
は
。」

「
悪
い
が
、
ブ
ル
マ
と
は
お
別
れ
だ
、
お
前
と
は
離
婚
し
た
ん
だ
か
ら
な
。」

「
許
せ
な
い
、
ベ
ジ
ー
タ
。」

　
ブ
ル
マ
は
ベ
ジ
ー
タ
に
ひ
っ
ぱ
た
こ
う
と
し
た
が
、
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
に
捕
ま
り
、

コ
ル
ト
・
ガ
バ
メ
ン
ト
を
突
き
付
け
た
。

「
お
っ
と
、
そ
こ
ま
で
だ
な
。」

「
放
し
て
、
放
し
て
よ
。」

「
母
さ
ー
ん
!
。」
と
ト
ラ
ン
ク
ス
は
叫
ん
だ
。

　
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
は
ト
ラ
ン
ク
ス
を
掴
み
、
ブ
ル
マ
と
共
に
人
質
に
な
っ
て
い
た
。

「
お
前
も
、
人
質
だ
。」

「
ち
く
し
ょ
ー
、
放
せ
ー
っ
!
。」

　
や
が
て
、
南
達
が
乗
っ
た
覆
面
パ
ト
カ
ー
の
Ｙ
３
３
セ
ド
リ
ッ
ク
と
Ｕ
１
３
ブ

ル
ー
バ
ー
ド
と
Ｒ
３
０
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
Ｙ
３
１
セ
ド
リ
ッ
ク
の
パ
ト
カ
ー
が

到
着
し
、
ベ
ジ
ー
タ
が
乗
っ
た
８
０
マ
ー
ク
Ⅱ
を
発
見
し
た
。

「
あ
れ
っ
、
い
な
い
ぞ
。」

「
犯
人
は
そ
こ
だ
。」
と
内
海
部
長
刑
事
は
警
官
隊
と
共
に
親
不
知
海
岸
へ
向
か
っ

た
。

　
ベ
ジ
ー
タ
は
ブ
ル
マ
と
ト
ラ
ン
ク
ス
に
散
弾
銃
を
突
き
付
け
て
い
た
。

「
お
前
は
、
あ
ん
な
奴
と
付
き
合
っ
て
た
の
か
。」

「
や
め
て
っ
、
放
し
て
。」

　
と
、
そ
の
時
だ
っ
た
。

「
ベ
ジ
ー
タ
!
、
や
め
ろ
っ
、」

「
何
だ
、
貴
様
は
、
警
察
か
。」

「
半
分
当
た
り
。」

「
動
く
な
、
鉄
道
公
安
隊
だ
。」

「
何
で
、
列
車
の
警
察
が
こ
こ
に
、
貴
様
は
殺
し
て
や
る
っ
。」

　
と
、
ベ
ジ
ー
タ
は
散
弾
銃
を
２
発
撃
っ
た
。

　
ド
ゴ
ー
ン
、
ド
ゴ
ー
ン
　

　
そ
こ
へ
、
桜
井
が
拳
銃
で
ベ
ジ
ー
タ
の
肩
に
１
発
発
砲
し
た
。

　
バ
キ
ュ
ー
ン
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「
ぐ
っ
。」

　
そ
こ
へ
、
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
は
ガ
バ
メ
ン
ト
を
３
発
を
打
っ
た
。

　
ガ
ー
ン
、
ガ
ー
ン

　
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
は
ラ
ン
チ
を
人
質
を
取
っ
た
。

「
動
く
な
、
こ
い
つ
が
ど
う
な
っ
て
も
い
い
の
か
。」

「
女
の
敵
め
っ
、
観
念
し
な
さ
い
。」

　
桜
井
は
、
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
を
蹴
り
を
一
発
や
っ
た
。

「
ぐ
わ
わ
っ
。」

　
南
と
香
川
は
、
ベ
ジ
ー
タ
に
手
錠
を
か
け
た
。

「
ベ
ジ
ー
タ
、
佐
渡
酒
造
及
び
古
代
　
進
殺
害
容
疑
で
逮
捕
す
る
。」

　
高
山
と
水
野
と
小
泉
は
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
を
確
保
し
、
今
野
は
ラ
ン
チ
を
保
護
を
し

た
。

　
小
海
は
ブ
ル
マ
と
ト
ラ
ン
ク
ス
を
保
護
し
、
南
に
行
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
ブ
ル
マ
は
言
っ
た
。

　
ベ
ジ
ー
タ
は
妹
の
病
死
に
よ
っ
て
佐
渡
先
生
を
恨
み
、
特
急
「
白
鳥
」
の
ト
イ

レ
で
ナ
イ
フ
で
殺
害
し
た
と
自
供
し
た
、
そ
し
て
、
ラ
デ
ィ
ッ
ツ
が
こ
の
事
件
の

計
画
し
ベ
ジ
ー
タ
と
共
謀
し
た
と
自
供
し
た
、
ラ
ン
チ
は
ベ
ジ
ー
タ
に
利
用
さ
れ

て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
不
起
訴
処
分
と
な
っ
た
。

「
こ
れ
で
、
事
件
は
解
決
だ
な
。」

　
と
、
南
と
高
山
は
親
不
知
の
海
を
眺
め
た
。
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